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BOOK SHELF
日
本
敗
戦
ま
で
の
日
本
の
植
民
地
や
占

領
地
域
の
政
治
経
済
文
化
な
ど
に
関
す
る

様
々
な
資
料
や
目
録
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。W

eb

C
at

を
は
じ
め
国
内
や
欧
米
の
図
書
館
・

文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
目
録
を
検
索

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
遡
及
入

力
が
な
さ
れ
て
い
な
い
文
献
が
な
お
多
い

た
め
に
、
現
在
で
も
様
々
の
機
関
の
冊
子

体
目
録
や
カ
ー
ド
目
録
を
点
検
す
る
必
要

が
あ
る
と
は
い
え
、
以
前
に
比
べ
る
と
文

献
を
探
し
出
す
こ
と
は
格
段
に
容
易
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
い
く
つ
か
の

機
関
で
歴
史
資
料
そ
の
も
の
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ

て
き
た
。
そ
こ
で
、
戦
前
期
の
日
本
と
ア

ジ
ア
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
重
要
な
も
の

を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
最
近

刊
行
さ
れ
た
関
連
す
る
機
関
の
蔵
書
目
録

に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

画
像
に
よ
っ
て
直
接
歴
史
資
料
が
見
ら

れ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、
二
つ
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
昨
年
一
一
月
末
に
開
館
し
た
ア

ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
あ
る

（http://w
w
w
.jacar.go.jp/

）。
ア
ジ
ア
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
文
書

館
で
あ
り
、
近
現
代
の
日
本
と
ア
ジ
ア
諸

国
等
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
史
料
、
国
立

公
文
書
館
所
蔵
の
関
連
文
書
、
外
務
省
外

交
史
料
館
の
外
交
文
書
、
防
衛
庁
防
衛
研

究
所
図
書
館
の
陸
海
軍
文
書
を
横
断
的
に

渉
猟
で
き
る
。
検
索
も
、
機
関
名
、
文
書

の
作
成
箇
所
、
シ
リ
ー
ズ
、
キ
ー
ワ
ー
ド

な
ど
で
行
え
、
ま
た
同
義
語
・
関
連
語
辞

書
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
画
像
の
拡
大
・

縮
小
も
容
易
で
あ
る
た
め
、
利
用
し
や
す

い
。
と
り
わ
け
、
地
方
の
利
用
者
に
と
っ

て
、
ま
た
ア
ジ
ア
と
日
本
と
の
関
係
に
関

心
を
持
つ
海
外
の
人
々
に
と
っ
て
有
用
で

あ
る
。
た
だ
し
、
文
書
自
体
は
画
像
で
閲

覧
で
き
る
が
、
機
関
名
、
文
書
名
、
辞
書

（
一
部
英
単
語
が
含
ま
れ
る
）、
各
文
書
の

内
容
説
明
な
ど
は
、
す
べ
て
日
本
語
で
記

さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
海
外
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
で
は
、
文
字
化
け
が
生
じ
、
文
書
に

た
ど
り
つ
く
に
は
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

海
外
か
ら
の
利
用
も
多
い
と
予
想
さ
れ
る

だ
け
に
、
こ
の
点
の
早
急
な
改
善
が
望
ま

れ
る
。
現
在
は
、
三
機
関
が
所
蔵
す
る
公

文
書
約
二
七
○
○
万
コ
マ
の
う
ち
約
二
○

○
万
コ
マ
、
三
○
○
万
ペ
ー
ジ
が
見
ら
れ

る
。
ま
だ
全
文
書
量
の
一
○
％
以
下
が
収

録
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
一
○
年
後
に

は
こ
れ
ら
す
べ
て
が
電
子
化
さ
れ
る
。
現

在
見
る
こ
と
が
で
き
る
文
書
は
、
戦
前
期

昭
和
の
文
書
が
中
心
で
あ
る
。

他
に
、
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
編

纂
の
新
聞
記
事
切
り
抜
き
「
デ
ジ
タ
ル
版

新
聞
記
事
文
庫
記
事
検
索
」（http://

w
w
w
.lib.kobe-u.ac.jp/sinbun/search.htm

l

）

が
あ
る
。
戦
前
期
の
新
聞
記
事
切
り
抜
き

が
原
文
と
テ
キ
ス
ト
で
見
ら
れ
る
。
産
業

別
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
全
体
で
五
○
万

件
と
推
定
さ
れ
る
新
聞
記
事
切
り
抜
き
の

う
ち
、
現
在
は
約
三
万
八
二
○
○
の
記
事

が
閲
覧
で
き
る
。
貿
易
な
ど
戦
前
の
日
本

と
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
関
係
を
中
心
と
し

て
お
り
、
有
用
で
あ
る
。

目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
米
国
議
会

図
書
館
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
蔵
書
を
あ

げ
て
お
き
た
い
。
議
会
図
書
館
に
は
、
戦

後
日
本
で
接
収
さ
れ
た
文
献
が
約
二
五
万

冊
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
は
、

日
本
と
ア
ジ
ア
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
文

献
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大

部
分
は
戦
後
連
合
軍
に
よ
っ
て
中
央
官
庁
、

陸
海
軍
お
よ
び
軍
関
係
施
設
、
満
鉄
東
京

支
社
、
東
亜
経
済
調
査
局
、
東
亜
研
究
所

な
ど
か
ら
接
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
戦

前
期
の
旧
外
地
関
係
資
料
の
所
蔵
機
関
と

し
て
は
、
日
本
国
内
に
も
こ
れ
ほ
ど
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
な
い
。
最
近
に
な
っ
て
そ

れ
ら
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
整
理
さ
れ
、
全
容

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
新
た
に
整
理
さ
れ

た
文
献
は
点
数
が
多
い
た
め
に
、
か
な
り

の
文
献
が
、
主
題
や
発
行
機
関
が
共
通
す

る
一
群
の
資
料
を
一
タ
イ
ト
ル
と
す
る
Ｃ

Ｌ
Ｃ
（C

ollection
LevelC

atalog

）
と
し

て
整
理
さ
れ
て
お
り
、
検
索
に
は
コ
ツ
が

必
要
で
あ
る
。
議
会
図
書
館
のLC

O
n-

line
C
atalog

（http//w
w
w
.loc.gov/cata

log/

）
を
開
き
、
請
求
番
号
の
欄
に
Ｃ
Ｌ

Ｃ
と
入
力
し
て
検
索
す
る
と
、
文
献
名
な

ど
を
検
索
で
き
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

通
常
の
整
理
が
行
わ
れ
た
文
献
と
あ
わ
せ

て
検
索
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
外
部

か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
際
に
は
、
ロ
ー
マ
ナ

イ
ズ
さ
れ
た
日
本
語
し
か
読
め
な
い
た
め

に
、
同
音
異
義
語
、
固
有
名
詞
の
も
と
の

文
字
が
判
断
し
に
く
い
と
い
う
難
点
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
、「
事
変
下
日
本

側
機
関
に
よ
る
調
査
資
料
」（
一
○
九
六

タ
イ
ト
ル
）
お
よ
び
「
旧
満
洲
国
関
係
資

料
」(

八
七
一
タ
イ
ト
ル
）
に
つ
い
て
は
、

個
別
書
名
は
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

二
グ
ル
ー
プ
に
ど
の
よ
う
な
文
献
が
含
ま

れ
て
い
る
か
は
、「
米
国
議
会
図
書
館
日

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
東
ア
ジ
ア
関
係
日

本
語
文
献
リ
ス
ト
」（『
近
現
代
東
北
ア
ジ

ア
地
域
史
研
究
会
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
第

一
三
号
、
二
○
○
一
年
一
二
月
）
を
参
照

さ
れ
た
い
。

最
後
に
、
最
近
編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
蔵

書
目
録
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
お
く
。
中
国

で
戦
前
期
の
日
本
語
文
献
の
目
録
が
い
く

つ
か
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
張
家
口
市
図

書
館
館
蔵
日
文
図
書
文
献
目
録
』（
二
○

○
○
年
）、『
上
海
図
書
館
館
蔵
旧
版
日
文

文
献
総
目
』（
二
○
○
○
年
）
な
ど
で
あ

る
。
他
に
、
大
連
市
図
書
館
が
中
心
に
な

っ
て
編
纂
し
た
『
中
国
館
蔵
満
鉄
資
料
聯

合
目
録
』（
三
○
巻
、
大
連
出
版
社
、
二

○
○
一
年
予
定
）
が
あ
る
。
ま
た
、
大
連

市
図
書
館
は
所
蔵
日
本
語
図
書
目
録
を
編

纂
中
で
あ
る
。
国
内
で
は
『
横
浜
国
立
大

学
経
済
学
部
附
属
貿
易
文
献
資
料
セ
ン
タ

ー
所
蔵
旧
制
横
浜
高
等
商
業
学
校
収
集
資

料
目
録
』（
二
○
○
一
年
）
が
あ
る
。

（
い
む
ら
　
て
つ
お
／
新
潟
大
学
人
文

学
部
教
授
）

井
村
哲
郎

進
む
歴
史
文
書
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
―
―
戦
前

期
の
日
本
・
ア
ジ
ア
関
係
を
中
心

に
―
―

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー
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BOOK SHELF
一
九
八
九
年
の
創
設
以
来
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

は
域
内
貿
易
投
資
自
由
化
・
円
滑
化
と
経

済
技
術
協
力
を
目
的
と
す
る
地
域
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。
本
書

は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
枠
組
み
で
行
わ
れ
て
い
る
貿

易
自
由
化
、
特
に
一
九
九
八
、
一
九
九
九

年
に
中
心
議
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
Ｅ
Ｖ

Ｓ
Ｌ
（E

arly
V
oluntary

S
ectoral

Liberalization

―
―
早
期
自
主
的
分
野
別

自
由
化
）
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
に
焦
点
を
当

て
た
論
考
で
あ
る
。

今
か
ら
八
年
前
の
一
九
九
四
年
、
ボ
ゴ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
首
脳
会
議
は
、
先
進
経

済
メ
ン
バ
ー
は
二
○
一
○
年
ま
で
に
、
途

上
経
済
メ
ン
バ
ー
は
二
○
二
○
年
ま
で
に
、

域
内
で
「
自
由
で
開
か
れ
た
貿
易
投
資
」

を
実
現
す
る
と
宣
言
し
た
。
い
わ
ゆ
る

「
ボ
ゴ
ー
ル
目
標
」
の
設
定
で
あ
る
。
そ

の
後
、
一
九
九
五
年
の
「
大
阪
行
動
指
針
」、

一
九
九
六
年
の
「
マ
ニ
ラ
行
動
計
画
」
と

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
自
由
化
は
順
調
に
歩
を
進
め
て

い
る
よ
う
に
み
え
た
。
し
か
し
自
由
化
の

内
実
は
当
初
か
ら
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン

ド
合
意
を
大
き
く
超
え
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
つ
ま
り
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
自
由
化
の
具

体
的
手
段
で
あ
り
、
毎
年
更
新
さ
れ
る

「
個
別
行
動
計
画
」
で
各
メ
ン
バ
ー
が
示

し
た
行
動
内
容
は
、
ボ
ゴ
ー
ル
目
標
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
実
施
す
る
国
際
的
義
務

が
あ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど

自
由
化
推
進
派
の
政
府
、
民
間
企
業
は
と

も
に
強
い
不
満
を
感
じ
て
い
た
。
そ
の
よ

う
な
な
か
、
自
由
化
推
進
派
か
ら
の
強
力

な
支
持
を
受
け
て
一
九
九
七
年
頃
か
ら
急

浮
上
し
た
の
が
Ｅ
Ｖ
Ｓ
Ｌ
だ
っ
た
。

Ｅ
Ｖ
Ｓ
Ｌ
は
、
選
ば
れ
た
一
五
分
野
の

自
由
化
を
先
行
さ
せ
る
こ
と
で
自
由
化
プ

ロ
セ
ス
全
体
に
モ
メ
ン
タ
ム
を
与
え
、
ボ

ゴ
ー
ル
目
標
の
達
成
を
確
か
な
も
の
に
し

よ
う
と
す
る
野
心
的
な
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ

だ
っ
た
。
し
か
し
結
果
的
に
Ｅ
Ｖ
Ｓ
Ｌ
は

「
失
敗
」
し
て
し
ま
う
。
協
議
参
加
メ
ン

バ
ー
は
対
象
分
野
の
関
税
削
減
に
最
終
的

な
合
意
を
形
成
で
き
ず
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
枠
組

み
で
の
早
期
自
由
化
を
断
念
し
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
な
ぜ
Ｅ
Ｖ
Ｓ
Ｌ
は
失
敗
し
た

の
か
？
　
本
書
は
「
２
レ
ヴ
ェ
ル
・
ゲ
ー

ム
」
モ
デ
ル
を
分
析
枠
組
み
に
用
い
て
六

つ
の
協
議
参
加
メ
ン
バ
ー
（
日
本
、
ア
メ

リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
タ
イ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ

を
行
い
、
さ
ら
に
そ
れ
を
横
断
的
に
考
察

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
問
い
に
答

え
て
い
く
。
そ
れ
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
枠
組
み
で

行
わ
れ
る
自
由
化
の
本
質
的
な
問
題
点
を

明
ら
か
に
す
る
作
業
と
な
っ
た
。

第
Ｉ
部
（
第
一
〜
三
章
）
で
は
ケ
ー

ス
・
ス
タ
デ
ィ
に
入
る
前
の
準
備
作
業
を

行
う
。
第
一
章
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と

の
比
較
に
よ
っ
て
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
自
由
化
の
特

徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
第
二
章
で
は
萌

芽
か
ら
失
敗
に
至
る
ま
で
の
Ｅ
Ｖ
Ｓ
Ｌ
の

展
開
を
説
明
し
、
論
点
を
整
理
す
る
。
そ

し
て「
な
ぜ
Ｅ
Ｖ
Ｓ
Ｌ
は
失
敗
し
た
の
か
」

と
い
う
問
題
関
心
を
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
し

て
、
各
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
が
答
え
る
べ

き
共
通
の
研
究
課
題
を
設
定
す
る
。
第
三

章
で
は
分
析
枠
組
み
で
あ
る
「
２
レ
ヴ
ェ

ル
・
ゲ
ー
ム
」
の
説
明
と
そ
の
拡
張
を
試

み
る
。
第
Ｉ
部
を
読
ん
で
い
た
だ
く
と
、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
興
味
が
あ
る
方
の
み
な
ら
ず

通
商
交
渉
一
般
に
関
心
が
あ
る
読
者
に
も
、

本
書
で
「
何
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
が
よ
り

具
体
的
に
理
解
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
う
。

第
Ⅱ
部
（
第
四
〜
九
章
）
は
ケ
ー
ス
・

ス
タ
デ
ィ
で
あ
る
。
Ｅ
Ｖ
Ｓ
Ｌ
の
最
大
の

争
点
は
、
対
象
分
野
す
べ
て
へ
の
参
加
を

求
め
る
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
派
」
と
可
能
な
分

野
で
可
能
な
程
度
の
自
由
化
を
許
容
す
る

「
自
主
的
行
動
派
」
の
対
立
だ
っ
た
。
各

章
で
は
、
政
府
が
民
間
の
政
策
選
好
を
誘

導
し
期
待
を
煽
っ
た
た
め
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

固
執
し
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
対
象
分
野
に
林
水
産

物
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
自
主
的
行
動
し

か
現
実
的
な
選
択
肢
が
な
か
っ
た
日
本
、

通
貨
危
機
の
な
か
で
政
権
へ
の
国
内
支
持

拡
大
を
最
優
先
し
自
由
化
と
保
護
主
義
の

間
を
揺
れ
た
韓
国
、
同
じ
く
通
貨
危
機
に

見
舞
わ
れ
自
主
的
行
動
を
選
好
し
て
い
た

が
大
国
間
の
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
の
行
方
を
注

意
深
く
観
察
し
て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
重
視
し
そ
れ
を
超
え
る
自
由

化
を
受
け
容
れ
な
か
っ
た
タ
イ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
面
か
ら
Ｅ
Ｖ
Ｓ
Ｌ
失
敗
の
要
因

が
描
か
れ
る
。

第
Ⅲ
部
の
終
章
で
は
、
対
象
分
野
自
由

化
へ
の
期
待
の
高
低
、
Ｅ
Ｖ
Ｓ
Ｌ
が
失
敗

し
た
場
合
の
コ
ス
ト
、
通
貨
危
機
の
影
響

な
ど
の
切
り
口
で
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
を

横
断
的
に
考
察
す
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で

指
摘
さ
れ
る
す
べ
て
の
要
因
の
背
後
に
存

在
す
る
問
題
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
自
由
化
の
原

則
と
さ
れ
る
自
主
性
、
柔
軟
性
、
包
括
性

な
ど
の
概
念
に
対
し
て
メ
ン
バ
ー
間
で
コ

ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
原
則
は
各
メ

ン
バ
ー
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
自
由
に
、
し
た
が

っ
て
都
合
よ
く
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
実
は
、

ボ
ゴ
ー
ル
目
標
で
示
さ
れ
た
「
自
由
で
開

か
れ
た
貿
易
投
資
」
と
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
状
態
な
の
か
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
全
体
と

し
て
定
義
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
意
識
的
な
」
コ

ン
セ
ン
サ
ス
の
欠
如
は
、
創
設
時
に
可
能

な
限
り
多
く
の
メ
ン
バ
ー
を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に

結
集
さ
せ
る
際
、
そ
し
て
中
長
期
的
な
目

標
を
定
め
る
際
に
は
有
効
で
あ
っ
た
が
、

Ｅ
Ｖ
Ｓ
Ｌ
の
よ
う
に
具
体
的
な
協
力
措
置

を
実
施
す
る
際
に
は
深
刻
な
障
害
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

（
お
か
も
と
　
じ
ろ
う
／
経
済
協
力
研

究
部
）
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BOOK SHELF
こ
の
本
を
目
に
さ
れ
た
方
々
か
ら

「『
熱
点
追
踪
』
っ
て
ど
う
い
う
意
味
？
」

と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け
る
。「
熱
点
追

踪
」、
こ
の
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
は
中
国

語
で
「
注
目
さ
れ
て
い
る
問
題
（
ホ
ッ
ト

イ
シ
ュ
ー
）
を
追
跡
す
る
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
一
九
八
八
年
三
月
か
ら
二
年
間
、

私
は
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
海
外
派
遣
員

と
し
て
中
国
・
北
京
に
滞
在
し
、
そ
の
間

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
中
国
の
「
熱
点
」
を

「
追
踪
」
す
る
文
章
を
連
載
し
て
き
た
。

こ
の
本
は
そ
れ
ら
を
再
構
成
し
、
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。

経
済
発
展
に
伴
う
中
国
社
会
の
変
化
は

こ
れ
ま
で
多
く
の
書
物
や
映
像
で
紹
介
さ

れ
て
き
た
。
現
在
の
中
国
の
「
熱
点
」
は

と
か
く
変
化
の
部
分
に
偏
り
が
ち
で
あ
る
。

確
か
に
中
国
の
変
化
は
大
な
り
小
な
り
挙

げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
他
方
、
中
国
で
生

活
し
、
日
常
的
に
中
国
の
人
と
接
す
る
な

か
で
、
彼
ら
の
行
動
に
陰
に
日
向
に
影
響

を
与
え
て
い
る
の
が
、
共
産
党
の
存
在
で

あ
る
こ
と
を
私
自
身
常
に
感
じ
て
き
た
。

そ
の
背
後
に
は
中
国
共
産
党
に
よ
る
一
党

支
配
体
制
と
い
う
変
化
し
な
い
政
治
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
。
一
九
九
九
年
一
○
月
、
中

華
人
民
共
和
国
は
成
立
五
○
周
年
を
迎
え

た
。
そ
れ
は
共
産
党
に
よ
る
一
党
支
配
が

五
○
年
間
続
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

「
共
産
党
に
よ
る
一
党
支
配
は
ど
の
よ
う

に
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か
」、
こ
の
変
化

し
て
い
な
い
も
の
こ
そ
、
現
代
中
国
政
治

の
解
明
さ
れ
る
べ
き
命
題
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。こ

の
本
を
単
な
る
変
化
を
伝
え
る
現
地

滞
在
記
に
し
な
い
た
め
に
、
私
は
こ
の
命

題
の
答
え
の
ヒ
ン
ト
、
変
化
し
て
い
な
い

こ
と
の
意
味
を
変
化
の
な
か
に
見
い
出
し
、

こ
の
本
で
提
示
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
し

て
、
変
化
は
共
産
党
の
一
党
支
配
を
弱
体

化
さ
せ
る
側
面
だ
け
で
な
く
、
強
化
さ
せ

る
側
面
も
も
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
よ
う

と
考
え
た
。
そ
の
た
め
に
、
北
京
大
学
、

選
挙
、
日
中
関
係
、
中
国
共
産
党
と
い
う

四
つ
の
舞
台
を
設
定
し
た
。

第
１
章
「
歴
史
と
現
実
に
翻
弄
さ
れ
る

北
京
大
学
」
で
は
、
一
九
九
八
年
五
月
に

創
立
一
○
○
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
歴

史
上
の
政
治
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を

担
っ
て
き
た
北
京
大
学
が
現
在
、
市
場
経

済
化
の
波
に
も
ま
れ
、
教
師
や
学
生
、
職

員
ら
が
翻
弄
さ
れ
て
い
る
姿
を
描
い
た
。

大
学
経
営
に
は
独
立
採
算
制
が
導
入
さ
れ
、

金
儲
け
主
義
が
蔓
延
し
て
い
る
。
学
生
は

自
ら
の
将
来
に
関
心
を
持
つ
だ
け
で
、
現

状
肯
定
意
識
、
利
己
主
義
、
変
化
の
速
さ

に
対
す
る
脅
迫
意
識
か
ら
政
治
に
無
関
心

で
あ
る
。
こ
れ
も
エ
リ
ー
ト
ゆ
え
の
処
世

術
と
言
え
る
。
こ
の
本
で
紹
介
す
る
大
学

生
の
政
治
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
は
興
味
深
い
。
市
場
経
済
化
の

な
か
で
、
学
生
が
自
ら
の
価
値
観
を
ど
こ

に
定
め
た
ら
い
い
の
か
、
揺
れ
動
く
様
子

が
結
果
に
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。

第
２
章
「
政
治
改
革
は
ど
こ
ま
で
進
ん

だ
か
―
―
選
挙
分
析
を
中
心
に
」
で
は
、

村
民
委
員
会
主
任
（
村
長
に
相
当
）
の
選

挙
と
地
方
人
民
代
表
（
地
方
議
会
議
員
に

相
当
）
の
選
挙
を
紹
介
し
た
。
こ
う
し
た

選
挙
は
、
人
々
が
直
接
投
票
す
る
と
い
う

点
で
、
一
党
支
配
体
制
の
中
国
に
お
け
る

民
主
の
萌
芽
と
し
て
注
目
さ
れ
て
久
し
い
。

し
か
し
、
経
済
発
展
の
進
み
方
に
よ
り
選

挙
に
対
す
る
人
々
の
認
識
や
選
挙
の
実
施

状
況
に
は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
。
ま
た
選
挙

制
度
自
体
に
不
透
明
な
部
分
も
多
い
。
四

川
省
歩
雲
郷
で
実
施
さ
れ
た
中
国
初
の
郷

長
直
接
選
挙
に
つ
い
て
も
詳
し
く
取
り
上

げ
た
。
な
ぜ
当
地
で
、
し
か
も
一
度
だ
け

の
実
験
と
し
て
実
施
さ
れ
た
の
か
を
資
料

で
跡
づ
け
て
み
た
。
ま
た
、「
郷
長
直
接

選
挙
は
違
憲
で
あ
る
」
と
い
う
当
局
の
見

解
は
、
法
治
か
そ
れ
と
も
民
主
か
と
い
う

中
国
の
政
治
改
革
の
あ
り
方
に
一
石
を
投

じ
た
。
現
時
点
で
の
法
治
主
義
は
共
産
党

に
よ
る
一
党
支
配
に
有
利
に
働
い
て
い
る
。

第
３
章
「
成
熟
し
た
関
係
に
な
ら
な
い

日
中
関
係
」
で
は
、
国
交
正
常
化
か
ら
三

○
年
が
経
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ギ
ク
シ

ャ
ク
す
る
日
中
関
係
を
取
り
上
げ
、
両
国

が
な
ぜ
理
解
し
合
え
な
い
の
か
を
考
え
て

み
た
。
歴
史
認
識
問
題
と
台
湾
問
題
は
現

在
も
日
中
間
の
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
問
題
は
、
抗
日
戦
争
の
勝
利
と
台

湾
と
の
統
一
が
共
産
党
の
一
党
支
配
を
正

当
化
す
る
根
拠
で
あ
り
、
愛
国
主
義
の
高

揚
に
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
争
点

と
な
り
続
け
る
。
ま
た
日
本
研
究
者
の
言

論
も
こ
の
政
治
体
制
下
で
は
客
観
的
に
は

な
り
得
な
い
。
他
方
、
日
本
研
究
者
な
ど

知
日
派
だ
け
で
な
く
、
マ
ク
ロ
経
済
学
者

や
国
際
関
係
学
者
な
ど
日
本
を
相
対
的
に

み
よ
う
と
す
る
人
た
ち
が
中
国
に
お
け
る

対
日
政
策
決
定
の
ア
ク
タ
ー
と
し
て
台
頭

し
て
き
て
い
る
こ
と
に
は
注
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
４
章「
中
国
共
産
党
の
現
状
と
展
望
」

で
は
、
現
在
共
産
党
の
一
党
支
配
を
支
え

る
も
の
は
何
か
な
ど
、
共
産
党
そ
の
も
の

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。「
党
の
指
導
」

を
定
め
た
憲
法
の
存
在
、
軍
隊
や
人
事
任

免
権
な
ど
権
力
資
源
だ
け
で
は
な
く
、
潜

在
的
な
共
産
党
支
持
勢
力
が
存
在
す
る
。

現
体
制
に
取
り
込
ま
れ
た
官
僚
、
経
済
的

な
豊
か
さ
を
維
持
し
た
い
一
般
の
人
た
ち
、

本
来
批
判
勢
力
で
あ
る
べ
き
だ
が
現
状
肯

定
に
走
る
知
識
人
た
ち
、
商
業
主
義
が
蔓

延
す
る
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
あ
る
。
共
産
党

自
身
変
わ
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
こ
と
は

確
か
だ
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
潜
在
的
な

支
持
勢
力
が
い
る
限
り
、
共
産
党
に
よ
る

一
党
支
配
に
揺
る
ぎ
は
み
ら
れ
な
い
。

（
さ
さ
き
　
の
り
ひ
ろ
／
地
域
研
究
第

一
部
）
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